
(57)【要約】

【課題】操作者の指の接触を検出できるという効果を維

持しつつ、消費電力およびコストを低減し耐久性を確保

できるようにする。

【解決手段】操作者がキー１２ａに指で接触していない

場合には、接触検出接点部１５ａは接触検出回路部基板

１４と接触した状態である。操作者がキー１２ａに指で

接触すると、接触検出接点部１５ａの全部または一部と

接触検出回路部基板１４とが離れた状態となる。接触検

出接点部１５ａの全部または一部と接触検出回路部基板

１４とが離れた状態となると、接触検出回路部基板１４

に搭載されている接触検出回路は、操作者の指がキー１

２ａに接触したことを検出し接触検出信号を出力する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス イ ッ チ 素 子 を 押 下 し て 導 通 状 態 を 形 成 す る た め の キ ー ト ッ プ 部 を 有 す る キ ー を 含 む キ ー
操 作 部 で あ っ て 、
前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、
前 記 第 １ の 接 触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ 、
前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 前 記 第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触
部 と が 接 触 す る よ う に 前 記 キ ー ト ッ プ 部 を 支 持 す る 支 持 部 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る 接 触 検 出 回 路
を 備 え 、
前 記 接 触 検 出 回 路 は 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い な い と き に 、 操 作 者 が
キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る
請 求 項 １ 記 載 の キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ３ 】
接 触 検 出 回 路 が 形 成 さ れ た 基 板 が 設 け ら れ 、
第 ２ の 接 触 部 は 、 前 記 基 板 に 形 成 さ れ て い る
請 求 項 ２ 記 載 の キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ４ 】
ス イ ッ チ 素 子 は 、 キ ー ト ッ プ 部 に 加 え ら れ る 力 に よ っ て ス イ ッ チ 素 子 の 導 通 状 態 が 形 成 さ
れ る 構 造 で あ り 、
第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と を 離 す た め の 力 よ り も 大 き い 力 が キ ー ト ッ プ 部 に 加 え ら れ
た 場 合 に 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 が 導 通 状 態 に な る
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の キ ー ト ッ プ 部 の う ち の い ず れ の キ ー ト ッ プ 部 が 押 下 さ れ た 場 合 に も 、 導 通 状 態 に な
る １ つ ス イ ッ チ 素 子 が 設 け ら れ て い る
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の 接 触 部 は 、 複 数 の 接 触 部 材 で 構 成 さ れ 、
第 ２ の 接 触 部 は 、 そ れ ぞ れ が 、 前 記 第 １ の 接 触 部 に お け る 複 数 の 接 触 部 材 に 対 向 す る 複 数
の 接 触 部 材 を 含 み 、
接 触 検 出 回 路 は 、 前 記 第 １ の 接 触 部 の 数 と 同 数 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 接 触 部 に お け る 接 触
部 材 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る
請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の キ ー 操 作 部 。
【 請 求 項 ７ 】
キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 接
触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な
い 状 態 で は 前 記 第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 す る よ う に 前 記 キ ー ト ッ プ 部 を
支 持 す る 支 持 部 と 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検
出 す る 接 触 検 出 回 路 と を 含 み 、 前 記 接 触 検 出 回 路 が 、 前 記 第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触
部 と が 接 触 し て い な い と き に 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力
す る キ ー 操 作 部 を 備 え た 携 帯 電 話 機 で あ っ て 、
前 記 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 の キ ー 操 作 部 に お け
る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ８ 】
キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 接
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触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 接 触 部 が 複 数 の 接 触 部 材 で 構
成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 接 触 部 が 、 そ れ ぞ れ が 、 前 記 第 １ の 接 触 部 に お け る 複 数 の 接 触 部 材 に
対 向 す る 複 数 の 接 触 部 材 を 含 み 、 前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 前 記
第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 す る よ う に 前 記 キ ー ト ッ プ 部 を 支 持 す る 支 持 部
と 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る 、 前 記 第
１ の 接 触 部 の 数 と 同 数 設 け ら れ 接 触 検 出 回 路 と を 含 み 、 前 記 各 接 触 検 出 回 路 が 、 前 記 第 １
の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 と が 接 触 し て い な い と き
に 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る キ ー 操 作 部 を 備 え た 携
帯 電 話 機 で あ っ て 、
前 記 各 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 の キ ー 操 作 部 に お け
る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ９ 】
キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 接
触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な
い 状 態 で は 前 記 第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 す る よ う に 前 記 キ ー ト ッ プ 部 を
支 持 す る 支 持 部 と 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検
出 す る 接 触 検 出 回 路 と を 含 み 、 前 記 接 触 検 出 回 路 が 、 前 記 第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触
部 と が 接 触 し て い な い と き に 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力
す る キ ー 操 作 部 を 備 え た 移 動 方 向 検 出 装 置 で あ っ て 、
前 記 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 の キ ー 操 作 部 に お け
る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 移 動 方 向 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 前 記 第 １ の 接
触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 接 触 部 が 複 数 の 接 触 部 材 で 構
成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 接 触 部 が 、 そ れ ぞ れ が 、 前 記 第 １ の 接 触 部 に お け る 複 数 の 接 触 部 材 に
対 向 す る 複 数 の 接 触 部 材 を 含 み 、 前 記 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 前 記
第 １ の 接 触 部 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 す る よ う に 前 記 キ ー ト ッ プ 部 を 支 持 す る 支 持 部
と 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る 、 前 記 第
１ の 接 触 部 の 数 と 同 数 設 け ら れ 接 触 検 出 回 路 と を 含 み 、 前 記 各 接 触 検 出 回 路 が 、 前 記 第 １
の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 と 前 記 第 ２ の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 と が 接 触 し て い な い と き
に 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る キ ー 操 作 部 を 備 え た 移
動 方 向 検 出 装 置 で あ っ て 、
前 記 各 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 の キ ー 操 作 部 に お け
る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 移 動 方 向 検 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 携 帯 端 末 や 電 子 機 器 な ど の キ ー 操 作 部 、 キ ー 操 作 部 を 搭 載 し た 携 帯 電 話 機 お よ
び 移 動 方 向 検 出 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
携 帯 電 話 機 な ど の 小 型 の 携 帯 端 末 に お い て 、 手 書 き 文 字 の 入 力 が で き る よ う に す る た め に
、 位 置 検 出 デ バ イ ス を 搭 載 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 位 置 検 出 デ バ イ ス を 実 現 す る た め に
、 例 え ば 、 携 帯 端 末 の 表 示 部 に タ ッ チ パ ネ ル を 設 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。 タ ッ チ パ ネ ル
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が 用 い ら れ る 場 合 に は 、 タ ッ チ さ れ た 部 分 の 静 電 容 量 が 変 化 し た こ と を 検 出 す る こ と に よ
っ て 、 携 帯 端 末 の 操 作 者 の 指 等 が 接 触 し た 位 置 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 表 示 部 に タ ッ チ パ ネ ル を 設 置 し た 場 合 に は 、 静 電 容 量 の 変 化 を 検 出 す る た め の 検
出 回 路 を 携 帯 端 末 に 搭 載 す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 タ ッ チ パ ネ ル を 設 置 し な い 場 合 に 比 べ
て 、 携 帯 端 末 の 消 費 電 力 が 増 大 し 、 か つ 、 携 帯 端 末 の コ ス ト も 増 大 す る 。 ま た 、 一 般 に タ
ッ チ パ ネ ル の 耐 久 性 は 、 携 帯 端 末 に お け る 操 作 部 の ス イ ッ チ 等 の 耐 久 性 よ り も 劣 る の で 、
タ ッ チ パ ネ ル を 設 置 す る こ と に よ っ て 携 帯 端 末 の 耐 久 性 が 低 下 す る と い う 問 題 も あ る 。 さ
ら に 、 静 電 容 量 の 変 化 を 検 出 す る の で 、 操 作 者 が 手 袋 を し て 操 作 す る と 、 操 作 者 の 指 の 接
触 を 検 出 し に く い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 操 作 者 の 指 の 接 触 を 確 実 に 検 出 で き 、 消 費 電 力 お よ び コ ス ト を 低 減 し
耐 久 性 を 向 上 さ せ た キ ー 操 作 部 、 携 帯 電 話 機 お よ び 移 動 方 向 検 出 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る キ ー 操 作 部 は 、 ス イ ッ チ 素 子 を 押 下 し て 導 通 状 態 を 形 成 す る た め の キ ー ト ッ
プ 部 を 有 す る キ ー を 含 む キ ー 操 作 部 で あ っ て 、 キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と 連
動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 第 １ の 接 触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら れ
、 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触
す る よ う に キ ー ト ッ プ 部 を 支 持 す る 支 持 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
キ ー 操 作 部 は 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す
る 接 触 検 出 回 路 を 備 え 、 接 触 検 出 回 路 が 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接 触 し て い な
い と き に 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し て い る 旨 を 示 す 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 携 帯 電 話 機 お よ び 移 動 方 向 検 出 装 置 は 、 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信
号 を 入 力 し 、 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 の キ ー 操 作
部 に お け る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る 他 の 態 様 の 携 帯 電 話 機 お よ び 移 動 方 向 検 出 装 置 は 、 各 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す
る 接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作
者 の キ ー 操 作 部 に お け る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に よ る キ ー 操 作 部
の 構 造 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す キ ー 操 作 部 は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 機 に 搭 載
さ れ 、 操 作 者 が 文 字 や 数 字 を 入 力 す る た め の キ ー 操 作 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 キ ー 操 作 部 は 、 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ が 形 成 さ れ る 部 分 に 開 口
部 が 設 け ら れ た 操 作 部 筐 体 １ ０ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ が 形
成 さ れ て い る 部 分 は 、 ご み や 塵 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 防 塵 シ ー ト １ １ で 覆 わ れ て い る 。
以 下 、 操 作 部 筐 体 １ ０ の 各 面 の う ち 、 図 １ に お い て 下 側 に 位 置 す る 面 を 裏 面 と 記 す 。 ま た
、 操 作 部 筐 体 １ ０ の 上 部 分 １ ０ ａ に お け る 図 １ に お い て 上 側 に 位 置 す る 面 を 表 面 と 記 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
各 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ は 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ を 含 む 。 キ ー 操 作
部 の 内 部 に お い て 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ の 下 部 に 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １
８ が 設 置 さ れ て い る 。 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ に は 、 各 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ に 対
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応 し て 、 ス イ ッ チ 素 子 の 構 成 要 素 で あ る 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ が 設 け ら れ て
い る 。 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ の 断 面 形 状 は 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １
３ ｃ に 向 か っ て 凸 形 状 （ ド ー ム 形 状 ） で あ る 。 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ の そ れ
ぞ れ は 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ に よ っ て 押 圧 さ れ る と 容 易 に 凹 ん で 、 押 下 検
出 回 路 部 基 板 １ ８ に 設 け ら れ て い る ２ つ の 導 電 部 分 に 接 触 す る 。 ２ つ の 導 電 部 分 も 、 ス イ
ッ チ 素 子 の 構 成 要 素 で あ る 。 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ が 導 電 部 分 に 接 触 す る と
、 ２ つ の 導 電 部 分 が 導 通 状 態 に な る 。 ま た 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ は 、 押 圧
が 解 除 さ れ る と 、 凸 形 状 に 戻 り 、 ２ つ の 導 電 部 分 が 導 通 状 態 が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ に は 、 各 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ に 対 応 し て 、
そ れ ぞ れ の 導 電 部 分 が 導 通 状 態 に な っ た か 否 か を 示 す 信 号 を 出 力 す る 押 下 検 出 回 路 （ 図 示
せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。 以 下 、 導 通 状 態 に な っ た か 否 か を 示 す 信 号 が 導 通 状 態 を 示 す こ
と を 、 押 下 検 出 信 号 を 出 力 す る と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ は 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 押 下 し て
い な い 場 合 に 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ に 押 圧 を 加 え な い 程 度 に 金 属 ド ー ム １
７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ に 接 触 し た 状 態 で 設 置 さ れ る 。 な お 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ，
１ ３ ｃ は 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ に 接 触 し な い よ う に 設 置 さ れ て い て も よ い
。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 キ ー 操 作 部 に お い て 、 操 作 部 筐 体 １ ０ の 上 部 分 １ ０ ａ と 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８
に 付 設 さ れ て い る 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ と の 間 に 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ
を 支 持 す る キ ー シ ー ト １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 キ ー シ ー ト １ ６ は 、 シ リ コ ン ゴ ム な ど の 弾
力 性 の あ る 材 料 で 形 成 さ れ た 袴 状 の 支 持 部 材 で あ る 。 キ ー シ ー ト １ ６ は 、 さ ら に 、 各 キ ー
ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ を 支 持 す る た め の 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
操 作 者 が キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 押 下 す る と 、 キ ー シ ー ト １ ６ の 支 持 部 １ ６ ａ ， １
６ ｂ ， １ ６ ｃ は 容 易 に 撓 ん で 変 形 す る 。 そ し て 、 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ が 撓 ん で
変 形 す る こ と に よ っ て 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ が 金 属 ド ー ム １ ７ ａ ， １ ７ ｂ
， １ ７ ｃ に 向 か っ て 下 降 す る 。 ま た 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ か ら 指 を は な
す と 、 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ は 、 変 形 す る 前 の 状 態 に 戻 る 。 す る と 、 キ ー ト ッ プ
１ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ も 、 押 下 さ れ る 前 の 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
例 え ば 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ を 指 で 押 下 す る と 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ が 押 下 さ れ 、 金 属 ド ー
ム １ ７ ａ に 押 圧 が 加 え ら れ る 。 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ に よ っ て 押 圧 が 加 え ら れ る と 、 金 属 ド ー
ム １ ７ ａ が 凹 ん で 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ を 含 む ス イ ッ チ 素 子 が 導 通 状 態 に な る 。 ま た 、 操 作
者 が ス イ ッ チ 部 １ ２ ａ か ら 指 を は な す と 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ に よ る 押 圧 が 解 除 さ れ 、 金 属
ド ー ム １ ７ ａ が 凸 形 状 に 戻 り ス イ ッ チ 素 子 の 導 通 状 態 が 解 除 さ れ る 。 操 作 者 が キ ー １ ２ ｂ
ま た は キ ー １ ２ ｃ を 押 下 し た 場 合 も 、 キ ー １ ２ ａ が 押 下 さ れ た 場 合 と 同 様 の 動 作 が 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ の 周 囲 に は 、 金 属 な ど の 導 電 性 材 料 に よ る 接 触 部 材 １
５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ が 付 設 さ れ て い る 。 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ は 、 キ ー ト ッ
プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ と 連 動 す る 。 ま た 、 操 作 部 筐 体 １ ０ の 上 部 分 １ ０ ａ の 裏 面 側 に
は 、 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ が 押 下 さ れ
て い な い 状 態 に お い て 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ が 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に 接
触 す る よ う に 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ お よ び 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ は 配 置 さ
れ て い る 。 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に お い て 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ と 対 向 す
る 部 分 に は 、 導 電 性 の あ る 接 触 部 が 導 電 パ タ ー ン （ 以 下 、 パ タ ー ン と い う 。 ） と し て 形 成
さ れ て い る 。 ま た 、 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ と 接
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触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ 上 の 接 触 部 と が 接 触 し て い る 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る た め の 接
触 検 出 回 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ お よ び 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に 形 成 さ れ て い る 接 触 部 の パ タ ー
ン の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ で は 、 キ ー １ ２ ａ に 対 応 し た 各 接 触 部 の パ タ ー ン が 例 示
さ れ て い る が 、 キ ー １ ２ ｂ お よ び キ ー １ ２ ｃ に 対 応 し た 各 接 触 部 の パ タ ー ン も 、 図 ２ に 示
す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ （ ａ ） は 、 キ ー 操 作 部 の 表 側 か ら キ ー ト ッ プ １ ３ ａ を 眺 め た 場 合 の 模 式 図 で あ る 。 図
２ （ ａ ） に お い て 上 側 に 位 置 す る 部 分 を Ｘ 部 分 、 下 側 に 位 置 す る 部 分 を Ｙ 部 分 、 左 側 に 位
置 す る 部 分 を Ｚ 部 分 、 お よ び 右 側 に 位 置 す る 部 分 を Ｓ 部 分 と 記 す 。 な お 、 キ ー ト ッ プ １ ３
ａ の 形 状 は 、 本 例 で 示 す 円 形 形 状 に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ （ ｂ ） は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 部 分 を 表 面 側 か ら 見 た 場 合 の パ タ ー ン の
例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 接 触 部 材 １ ５ ａ は 、 ４ つ の 導 電 性 の あ
る 接 触 部 材 ２ ０ 、 接 触 部 材 ３ ０ 、 接 触 部 材 ４ ０ 、 お よ び 接 触 部 材 ５ ０ で 構 成 さ れ て い る 。
各 接 触 部 材 ２ ０ ～ ５ ０ は 、 例 え ば 円 環 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ （ ｃ ） は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ に 対 向 す る 部 分 に 形 成 さ れ て い る 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４
に お け る 接 触 部 の パ タ ー ン の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 接 触 検 出
回 路 部 基 板 １ ４ の 接 触 部 は 、 ８ つ の 接 触 部 材 で 構 成 さ れ て い る 。 ８ つ の 接 触 部 材 は 、 例 え
ば 円 環 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ８ つ の 接 触 部 材 の う ち 、 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ，
５ １ は 、 各 接 触 検 出 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５
２ は 、 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に お い て 接 地 さ れ て い る 。 そ し て 、 回 路 側 接 触 部 材 と 接 地
側 接 触 部 材 と は 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ は 、 接 触 検 出 回 路 Ａ ６ １ 、 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ 、 接 触 検 出 回 路 Ｃ
６ ３ 、 お よ び 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ を 含 む 。 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 接 触 検 出 回 路 Ａ ６ １
は 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ に 接 続 さ れ 、 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ は 回 路 側 接 触 部 材 ３ １ に 接 続 さ れ
、 接 触 検 出 回 路 Ｃ ６ ３ は 回 路 側 接 触 部 材 ４ １ に 接 続 さ れ 、 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ は 回 路 側 接
触 部 材 ５ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
接 触 部 材 ２ ０ は 、 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ に 対 向 す る 接 触 部 材 で あ
る 。 ま た 、 接 触 部 材 ３ ０ は 、 回 路 側 接 触 部 材 ３ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ３ ２ に 対 向 す る 接
触 部 材 で あ る 。 ま た 、 接 触 部 材 ４ ０ は 、 回 路 側 接 触 部 材 ４ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ４ ２ に
対 向 す る 接 触 部 材 で あ る 。 さ ら に 、 接 触 部 材 ５ ０ は 、 回 路 側 接 触 部 材 ５ １ お よ び 接 地 側 接
触 部 材 ５ ２ に 対 向 す る 接 触 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ が 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お よ び 接 地
側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ と 接 触 し て い る 状 態 で は 、 各 接 触 部 材 は 全 て 接 地 さ れ
た 状 態 で あ る 。 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ が 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５
１ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ と 離 れ た 状 態 に な る と 、 接 触 検 出 回 路 ６
１ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 接 触 検 出 回
路 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ は 、 入 力 電 位 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 。 以 下 、 中 間 電 位 レ ベ ル
の 電 圧 信 号 に 応 じ た 信 号 を 接 触 検 出 信 号 と 呼 ぶ 。 接 触 検 出 信 号 は 、 操 作 者 が キ ー に 接 触 し
て い る こ と を 示 す 信 号 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
キ ー １ ２ ａ を 例 に す る と 、 操 作 者 が 、 徐 々 に キ ー １ ２ ａ を 押 下 し て い く と 、 キ ー シ ー ト １
６ の 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ が や や 撓 み 、 ま ず 、 各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０
と 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２
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と が 離 れ る 。 従 っ て 、 キ ー シ ー ト １ ６ の 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ は 、 キ ー ト ッ プ １
３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 第 １ の 接 触 部 と し て の 接 触 部 材
１ ５ ａ と 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に 形 成 さ れ て い る 第 ２ の 接 触 部 と し て の 接 触 部 と が 接 触
す る よ う に キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ を 支 持 す る 。 さ ら に 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ
を 強 く 押 下 す る と 、 つ い に は 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ を 含 む ス イ ッ チ 素 子 が 導 通 す る 。 す な わ
ち 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ に 力 を 加 え た 場 合 、 各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ と 回 路 側
接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ と を 離 す
た め の 力 は 、 ス イ ッ チ 素 子 を 導 通 さ せ る た め の 力 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ に 力 を 加 え た 場 合 、 ス イ ッ チ 素 子 は 導 通 し
な い が 、 各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お
よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ と が 離 れ る 程 度 の 力 が キ ー １ ２ ａ に 加 え ら れ
る 状 態 を 、 操 作 者 の 指 の キ ー に 対 す る 「 接 触 」 と 呼 ぶ 。 従 っ て 、 各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ，
４ ０ ， ５ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ，
４ ２ ， ５ ２ と が 離 れ な い 状 態 は 、 操 作 者 の 指 が キ ー に 対 し て 「 接 触 」 し た と は い わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ に 指 で 接 触 す る 場 合 を 説 明 す
る が 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ｂ ま た は キ ー １ ２ ｃ に 接 触 し た 場 合 の 動 作 に つ い て も 同 様 で あ る
。 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ に 接 触 し て い な い 場 合 に は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ は 、 接 触 検 出 回 路 部 基
板 １ ４ と 接 触 し た 状 態 で あ る 。 従 っ て 、 各 接 触 部 材 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ と 回 路 側 接 触
部 材 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ と は 、 そ れ ぞ
れ 接 触 し て い る 。 ま た 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ は キ ー ト ッ プ １ ３ ａ に よ っ て 押 圧 さ れ ず 、 押 下
検 出 回 路 部 基 板 １ ８ の 押 圧 検 出 回 路 は 、 押 下 検 出 信 号 を 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
操 作 者 が 、 キ ー １ ２ ａ を 押 下 す る 状 態 （ ス イ ッ チ 素 子 を 導 通 さ せ る 状 態 ） に は 至 ら な い が
キ ー １ ２ ａ に 指 で 接 触 し た 場 合 に は 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ に は ス イ ッ チ 素 子 を 導 通 さ せ る ま
で の 押 圧 が 加 わ る 状 態 に は 至 ら ず 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ の 押 圧 検 出 回 路 は 、 押 下 検 出
信 号 を 出 力 し な い 。 し か し 、 金 属 ド ー ム １ ７ ａ に 押 圧 を 加 え る 状 態 ま で に 至 ら な く て も 、
接 触 部 材 １ ５ ａ の 全 部 ま た は 一 部 と 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ と が 離 れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
例 え ば 、 操 作 者 が キ ー ト ッ プ １ ３ ａ の 図 ２ （ ａ ） に 示 す Ｘ 部 分 に 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て
接 触 し た と す る と 、 接 触 部 材 １ ５ ａ お よ び 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ の 各 接 触 端 子 の う ち 、
接 触 部 材 ２ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ と が 離 れ た 状 態 に な る 。 接
触 部 材 ２ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ２ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ２ ２ と が 離 れ た 状 態 に な る と 、 接
触 検 出 回 路 Ａ ６ １ の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 す る と 、 接 触 検
出 回 路 Ａ ６ １ は 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 な お 、 操 作 者 の 指 が Ｙ 部 分 、 Ｚ 部 分 、 ま た は
Ｓ 部 分 に 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て 接 触 し た 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ は 、 携 帯 電 話 機 に 設 け ら れ て い る 移 動 方 向 検 出 機 能 を 実 現 す る た め の 構 成 例 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ の 各 接 触 検 出 回 路 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ ，
・ ・ ・ ， ６ Ｎ は 、 携 帯 電 話 機 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に 接 続 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に は 、 キ ー １ ２ ａ に
対 す る 接 触 検 出 回 路 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ に 加 え て 、 キ ー １ ２ ｂ や キ ー １ ２ ｃ な ど 他 の
キ ー に 対 す る 全 て の 接 触 検 出 回 路 が 接 続 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ８ ０ に 記 憶 さ れ て
い る 接 触 検 出 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 処 理 を 実 行 し 、 接 触 検 出 回 路 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ ，
・ ・ ・ ， ６ Ｎ か ら 入 力 さ れ る 信 号 に も と づ い て 操 作 者 の 指 が キ ー に 接 触 し た か 否 か を 判 定
す る 。 例 え ば 、 接 触 検 出 回 路 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ の １ つ 以 上 が 接 触 信 号 を 出 力 し た 場
合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 操 作 者 が キ ー １ ２ ａ に 接 触 し た と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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次 に 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 上 を 接 触 し な が ら 移 動 す る 場 合 の 移 動 方 向 検 出 の 動 作 に つ
い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ ８ ０ に は 、 移 動 方 向 検 出 プ ロ グ ラ ム ８ １ も 格 納 さ れ
て い る 。 な お 、 接 触 検 出 プ ロ グ ラ ム と 移 動 方 向 検 出 プ ロ グ ラ ム ８ １ と を 、 １ つ の プ ロ グ ラ
ム で 実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 下 、 操 作 者 の 指 が 、 図 １ に お い て キ ー １ ２ ａ か ら キ ー １ ２ ｃ 方 向 に 接 触 し な が ら 移 動 し
た 場 合 を 例 に 説 明 す る 。 ま ず 操 作 者 の 指 が キ ー １ ２ ａ に 接 触 す る と 、 接 触 検 出 回 路 Ａ ６ １
、 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ 、 接 触 検 出 回 路 Ｃ ６ ３ お よ び 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ の う ち の 少 な く と
も １ つ の 回 路 の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 中 間 電 位 レ ベ ル の 電
圧 信 号 が 入 力 さ れ た 接 触 検 出 回 路 は 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 そ し て 、 キ ー １ ２ ａ の 接
触 検 出 回 路 が 出 力 し た 接 触 検 出 信 号 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の 入 出 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 上 を キ ー １ ２ ａ か ら キ ー １ ２ ｂ に 接 触 し な が ら 移 動 し て キ ー １ ２
ｂ に 接 触 し た 状 態 に な る と 、 キ ー １ ２ ｂ の 接 触 検 出 回 路 （ 図 示 せ ず ） の う ち の 少 な く と も
１ つ の 回 路 の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧
信 号 が 入 力 さ れ た 接 触 検 出 回 路 は 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 そ し て 、 キ ー １ ２ ｂ の 接 触
検 出 回 路 が 出 力 し た 接 触 検 出 信 号 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の 入 力 端 子 （ 内 蔵 入 力 ポ ー ト ） に 入 力 さ れ
る 。 こ の と き 、 キ ー １ ２ ａ に 対 応 し た 接 触 検 出 回 路 Ａ ６ １ 、 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ 、 接 触 検
出 回 路 Ｃ ６ ３ お よ び 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ は 、 い ず れ も 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 上 を キ ー １ ２ ｂ か ら キ ー １ ２ ｃ に 接 触 し な が ら 移 動 し て
キ ー １ ２ ｃ に 接 触 し た 状 態 に な る と 、 キ ー １ ２ ｃ の 接 触 検 出 回 路 （ 図 示 せ ず ） の う ち の 少
な く と も １ つ の 回 路 の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 中 間 電 位 レ ベ
ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ た 接 触 検 出 回 路 は 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 そ し て 、 キ ー １ ２
ｃ の 接 触 検 出 回 路 が 出 力 し た 接 触 検 出 信 号 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。 こ の と
き 、 キ ー １ ２ ｂ に 対 応 し た ４ つ の 接 触 検 出 回 路 は 、 い ず れ も 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 し な い
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 キ ー １ ２ ａ 、 キ ー １ ２ ｂ 、 お よ び キ ー １ ２ ｃ の そ れ ぞ れ に 対 応 し た 各 接 触
検 出 回 路 か ら 入 力 さ れ た 接 触 検 出 信 号 に も と づ い て 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 上 を キ ー １
２ ａ か ら キ ー １ ２ ｃ 方 向 に 順 に 移 動 し た こ と を 検 出 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 接 触 検
出 信 号 を 出 力 す る 接 触 検 出 回 路 が 、 空 間 的 に 遷 移 し て い く こ と を 判 定 す る こ と に よ っ て 、
キ ー 操 作 部 に お け る 操 作 者 の 指 の 移 動 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 キ ー 操 作 部 に お け る １ つ の キ ー の み に 接 触 し た 場 合 の 移 動 方 向 検 出 の 動 作 を 説 明 す
る 。 こ こ で は 、 操 作 者 の 指 が 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て 図 ２ （ ａ ） に 示 す Ｓ 部 分 か ら Ｚ 部 分
方 向 に 接 触 し な が ら 移 動 し た 場 合 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま ず 、 操 作 者 の 指 が 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て キ ー ト ッ プ １ ３ ａ の Ｓ 部 分 に 接 触 す る と 、 Ｓ
部 分 に 対 応 す る 接 触 部 材 ５ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ５ ２ と が 離 れ た
状 態 に な る 。 接 触 部 材 ５ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ５ １ お よ び 接 地 側 接 触 部 材 ５ ２ と が 離 れ た 状
態 に な る と 、 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。
接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ は 、 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る と 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す
る 。 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ が 出 力 し た 接 触 検 出 信 号 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 操 作 者 の 指 が 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て キ ー ト ッ プ １ ３ ａ の Ｓ 部 分 か ら Ｚ 部 分 に 接 触
し な が ら 移 動 し た と す る と 、 Ｚ 部 分 に 対 応 す る 接 触 部 材 ３ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ３ １ お よ び
接 地 側 接 触 部 材 ３ ２ と が 離 れ た 状 態 に な る 。 接 触 部 材 ３ ０ と 回 路 側 接 触 部 材 ３ １ お よ び 接
地 側 接 触 部 材 ３ ２ と が 離 れ た 状 態 に な る と 、 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ の 入 力 端 子 に 中 間 電 位 レ
ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力 さ れ る 。 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ は 、 中 間 電 位 レ ベ ル の 電 圧 信 号 が 入 力
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さ れ る と 、 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ が 出 力 し た 接 触 検 出 信 号 は Ｃ Ｐ
Ｕ ７ ０ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 接 触 検 出 回 路 Ｄ ６ ４ お よ び 接 触 検 出 回 路 Ｂ ６ ２ か ら 順 番 に 入 力 さ れ た 接 触
検 出 信 号 に も と づ い て 、 操 作 者 の 指 が 防 塵 シ ー ト １ １ を 介 し て キ ー ト ッ プ １ ３ ａ 上 を Ｓ 部
分 か ら Ｚ 部 分 方 向 に 順 に 移 動 し た こ と を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 キ ー ト ッ プ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ に 接 触 部 材 １
５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ が 付 設 さ れ 、 操 作 部 筐 体 １ ０ の 上 部 分 １ ０ ａ の 裏 面 に 接 触 検 出 回 路
部 基 板 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 操 作 者 の 指 が キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ に 接 触 す る と 、
接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ と 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ の 接 触 部 と が 離 れ た 状 態 に な
り 、 接 触 検 出 回 路 か ら の 信 号 を 入 力 す る Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ が 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 の キ ー に
接 触 し て い る こ と を 検 出 す る 。 よ っ て 、 静 電 容 量 の 変 化 を 検 出 す る 検 出 回 路 な ど の 特 別 な
回 路 を 実 装 す る こ と な く 、 操 作 者 の 指 の 接 触 を 検 出 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 操 作 者 の
指 の 接 触 を 検 出 で き る と い う 効 果 を 維 持 し つ つ 、 消 費 電 力 お よ び コ ス ト を 低 減 し 耐 久 性 を
確 保 で き る 。 ま た 、 操 作 者 が 手 袋 な ど を し て 操 作 を し た 場 合 で あ っ て も 、 操 作 者 の 指 の 接
触 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 各 接 触 検 出 回 路 が 検 出 し た 接 触 検 出 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に 入 力 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、
入 力 さ れ た 接 触 検 出 信 号 に も と づ い て 操 作 者 の 指 の キ ー 操 作 部 上 で の 移 動 方 向 を 検 出 す る
。 従 っ て 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 上 に 接 触 し な が ら い ず れ の 方 向 に 移 動 し た か を 検 出 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
従 っ て 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 に 接 触 し な が ら い ず れ の 方 向 に 移 動 し た か を 検 出 す る こ
と が で き る の で 、 携 帯 電 話 機 の キ ー 操 作 部 を キ ー 入 力 以 外 の 目 的 に 使 用 す る こ と が で き る
。 例 え ば 、 キ ー 操 作 部 を マ ウ ス と し て 用 い て ア ナ ロ グ 的 な ポ イ ン テ ィ ン グ を 行 う こ と が で
き る 。 ま た 、 例 え ば 、 Ｒ Ｏ Ｍ ８ ０ に 文 字 認 識 プ ロ グ ラ ム を 搭 載 し て お け ば 、 キ ー 操 作 部 に
お け る 操 作 者 の 指 の 移 動 に 応 じ た 手 書 き 文 字 入 力 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
さ ら に 、 キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ の そ れ ぞ れ に 対 応 し た 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １
５ ｃ お よ び 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に 形 成 さ れ て い る 接 触 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 複 数 の 接 触 部
材 で 構 成 さ れ て い る の で 、 操 作 者 の 指 が 、 １ つ の キ ー に お け る ど の 部 分 に 接 触 し た か も 検
出 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 操 作 者 の 指 が キ ー 操 作 部 に お け る １ つ の キ ー の み に 接 触 し
た 場 合 で あ っ て も 、 操 作 者 の 指 が ど の 方 向 に 移 動 し た か を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ が 、 そ れ ぞ れ 、 ４ つ の 接 触 部
材 で 構 成 さ れ 、 接 触 検 出 回 路 部 基 板 １ ４ に お け る 接 触 部 が 、 そ れ ぞ れ 、 ８ つ の 接 触 部 材 で
構 成 さ れ て い る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ お よ び 接 触 検 出
回 路 部 基 板 １ ４ の 接 触 部 に お け る 接 触 部 材 の 数 は 、 本 実 施 の 形 態 で 示 し た 場 合 に 限 ら れ な
い 。 ま た 、 キ ー 操 作 部 の 一 断 面 に 含 ま れ る キ ー の 数 は 、 図 １ に 例 示 さ れ た よ う な ３ つ に 限
ら れ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ス イ ッ チ 素 子 と し て 、 ２ つ の 導 電 部 分 を 導 通 さ せ る 構 成 の も の
を 例 に し た が 、 操 作 者 の 指 の 接 触 を 検 出 す る 部 分 と 同 様 の 構 成 に す る な ど 、 他 の 方 式 に よ
っ て ス イ ッ チ 素 子 が 構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ に 形 成 さ れ る
ス イ ッ チ 素 子 は 、 金 属 ド ー ム に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 タ ク ト ス イ ッ チ な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ に キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ の そ
れ ぞ れ に 対 応 し て ス イ ッ チ 素 子 が 形 成 さ れ て い る 場 合 を 例 に し た が 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板
１ ８ に 、 １ つ の ス イ ッ チ 素 子 の み が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 １ つ の ス イ ッ チ 素 子 が 実 装 さ
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れ て い る 場 合 に は 、 例 え ば 、 押 下 検 出 回 路 部 基 板 １ ８ に 、 ス イ ッ チ 素 子 と し て 、 操 作 者 が
い ず れ の キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 押 下 し た 場 合 で も 押 下 検 出 信 号 を 出 力 す る パ ネ ル
ス イ ッ チ （ 板 状 ス イ ッ チ ） が 実 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
操 作 者 が い ず れ か の キ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 押 下 し た 場 合 に は 、 パ ネ ル ス イ ッ チ が
押 下 検 出 信 号 を 出 力 す る と 同 時 に 、 接 触 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ と 接 触 検 出 回 路 部 基
板 １ ４ と が 離 れ た 状 態 に な る 。 例 え ば 、 キ ー １ ２ ａ が 押 下 さ れ た 場 合 に は 、 キ ー １ ２ ａ に
対 応 す る 接 触 検 出 回 路 は 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 パ ネ ル ス イ ッ チ が 出 力 す る 押 下 検 出 信
号 と 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る 接 触 検 出 信 号 と は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 機 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に 入 力
さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 押 下 検 出 信 号 と 接 触 検 出 信 号 と に も と づ い て 、 ど の キ ー １ ２ ａ ，
１ ２ ｂ ， １ ２ ｃ が 押 下 さ れ た の か を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 キ ー 操 作 部 を 、 キ ー ト ッ プ 部 に 、 キ ー ト ッ プ 部 の 動 き と
連 動 す る 第 １ の 接 触 部 が 付 設 さ れ 、 第 １ の 接 触 部 に 対 向 す る よ う に 第 ２ の 接 触 部 が 設 け ら
れ 、 キ ー ト ッ プ 部 に 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 第 １ の 接 触 部 と 第 ２ の 接 触 部 と が 接
触 す る よ う に キ ー ト ッ プ 部 を 支 持 す る 支 持 部 と を 備 え た 構 成 に し た の で 、 操 作 者 の 指 の 接
触 を 検 出 で き る と い う 効 果 を 維 持 し つ つ 、 消 費 電 力 お よ び コ ス ト を 低 減 し 耐 久 性 を 確 保 で
き る 。 ま た 、 操 作 者 が 手 袋 な ど を し て 操 作 を し た 場 合 で あ っ て も 、 操 作 者 の 指 の 接 触 を 検
出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 携 帯 電 話 機 お よ び 移 動 方 向 検 出 装 置 を 、 接 触 検 出 回 路 が 出 力 す る
接 触 検 出 信 号 を 入 力 し 、 接 触 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た 順 番 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者
の キ ー 操 作 部 に お け る 接 触 部 分 の 移 動 方 向 を 検 出 す る よ う に 構 成 し た の で 、 キ ー 操 作 部 上
を 移 動 す る 操 作 者 の 指 が い ず れ の 方 向 に 移 動 し た か を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る キ ー 操 作 部 の 構 造 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 接 触 部 材 お よ び 接 触 検 出 回 路 部 基 板 に 形 成 さ れ て い る 接 触 部 の パ タ ー ン の 例 を 示
す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 移 動 方 向 検 出 機 能 の 構 成 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 操 作 部 筐 体
１ １ 　 防 塵 シ ー ト
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ 　 キ ー
１ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ 　 キ ー ト ッ プ （ キ ー ト ッ プ 部 ）
１ ４ 　 接 触 検 出 回 路 部 基 板
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ 　 接 触 部 材
１ ６ 　 キ ー シ ー ト
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ 　 支 持 部
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ 　 金 属 ド ー ム
１ ８ 　 押 下 検 出 回 路 部 基 板
２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ 　 接 触 部 材
２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ 　 回 路 側 接 触 部 材
２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ 　 接 地 側 接 触 部 材
６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ ， ６ Ｎ 　 接 触 検 出 回 路
７ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
８ ０ 　 Ｒ Ｏ Ｍ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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